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論 文 内 容 の 要 旨

 緒言

 消化管粘膜面に色素剤を撤卜すると，正常粘膜と病変

部では色素剤に対する反応が異なる．この変化を利用し

て，病変を正常粘膜との色調の異なる領域としてとらえ

られることができる．

 筆者は一回の食道内視鏡検査中に色調，染色様式の異

なる二種類の色素（トルイジンブルーおよび，ヨード）

を用いて食道病変に関する多くの清報を得る方法を開発

し，二重染色法とした．本法は食道病変中，肉眼的にビ

ラソを呈する，上皮内癌や，良性のビラソ性食道炎の内

視鏡診断に用いて有用であったので内視鏡的ならびに臨

床病理的検討を加えた．

 対象ならびに方法

 食道の扁平上皮癌64症例に対し内視鏡下に二重染色法

をおこない，生検組織所見と対比した．次に，術前照射

療法をおこなうことなく切除された16症例について，切

除標本の病理組織学的検索結果と色素内視鏡診断結果と

対比し，特に上皮内癌の診断について検討を加えた．

 又，逆涜性食道炎により生じた食道ビラン59病変につ

き二重染色をおこない，生検組織所見と対比検討をおこ

なった．

 二重染色法は次のごとく実施した．即ち，通常の内視

鏡観察後，2％トルイジソブルー水溶液を撒布，30秒間

染色後，温水にて洗浄，次に3％ヨード，ヨードカリ液

を撤布，発色を待って観察記録する．

 成績

 1） 食道癌における二重染色所見．

 二重染色法により食道粘膜面は3つの色調に区分で

き，生検組織所見と良く一致した．

 ＠青染域：上皮欠損域，

 ⑮褐色染革：正常粘膜域，

 ⑥ 黄白色域（不染帯）：病的上皮域．

 食道癌にみられる不染帯は4型に分類でぎる．

 ＠ 広範囲型；主病巣に接し，広く分布する不染帯．

生検組織新見：33病巣の85％は上皮内にとどまる扁平上

皮癌であった．

 ⑤限局型1広範囲型の小さいもの；5病巣中2病巣

（40％）は上皮内癌であった．

 ⑥ 混在型：主病巣辺縁隆起上にある不染帯，36病巣

中26病巣（72％）は扁平上皮癌であったが上皮内癌は6

病巣（17％）にすぎない．

 ⑥ 孤立型＝主病巣から離れた不染帯，30病巣中9病

巣（30％）は上皮内癌であった。  』1

 2） 切除標本からみた食道上皮内癌の診断精度の検

討．

 術前の内視鏡下の二重染色法ならびに生検診断によ

り，上皮内癌と診断された16病巣につぎ染色所見と癌深

達度の対比をおこなった．不染帯中にみられる青染斑を

軽度，中等度，高度に分類して検討した．

 ＠軽度青染群（2病変）すべて上皮内にとどまる扁
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平上皮癌であった．

 ⑮中等度青染群（5病変）：4病変（80％）は上皮

内にとどまるが，1病変（20％）は極めて一部で粘膜固

有層への浸潤を示した．

 ⑥高度青染群（9病変）：4病変（44％）は上皮内

癌であったが，残る56％は粘膜固有層への浸潤がみられ

た．

 3） ビラソ性食道炎の二重染色所見．

 染色所見により3型に分類できた．又，二重染色法に

よる経過観察により染色型は，治癒への過程で一定の変

化様式を示した．

 ＠ 活動二型．ビラン面は広く白苔におおわれ，二重

染色下に青山する．不染帯は，ビラソ周囲に存在する．

 ⑮再生言論，中心に小さな旧染域があり，ビラン面

の大部分は不染帯を示し，不染帯は再生上皮の分布と一

致する．

 ⑥ 治癒期型＝ビラソ面はすべて不染帯よりなり青染

域はみられない．再生上皮化が完成したもの．経過観察

中治癒に到った9例では，活動期型→再生期型→治癒期

型と染色型の変化がみられた．

 結論

 食道上皮内癌は二重染色法により，不染帯として抽出

できる．又，その深達度は不染帯中の青染斑の軽～中等

度群では86％は上皮内癌である．高度群では44％が上皮

内癌である．残る病巣は粘膜固有層までにとどまる粘膜

癌である．

 食道ビラソは二重染色法下に，活動面心，再生期型，

治癒期型に分類できる．組織学的食道炎所見，臨床経過

と良く一致する．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，食道病変の微細観察における生体染色法を開発，その臨床応用面にも言及したもので，

学術上価値あるものと認める．
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